様式第11号（第８条関係）

年　　月　　日

（宛先）

倉吉市長

誓 約 書

私はこのたび、倉吉市空き家空き店舗出店活用事業費補助金の交付申請にあたり、下記の同要綱第17条に該当した場合の補助金の返還を、ここに約束します。

万が一、期限までに補助金の返還ができなかった場合は、保証人と連帯して納付させていただくとともに、補助金の納付後、倉吉市補助金等交付規則第23条に定める延滞金についても保証人と連帯して納付いたします。

記

補助金交付見込額　　　　　　　　　　　　　　　　円

倉吉市空き家空き店舗出店活用事業費補助金交付要綱第17条

　（補助金の返還）

第17条　市長は、事業実施主体が別表の第６欄の３に規定する条件に反し、補助金の交付を受けた店舗の営業を中止し、若しくは廃止し、又は当該店舗を閉店し、若しくは移転したことが判明したときは、補助金の交付決定を取り消し、事業実施主体及び連帯保証人に対して、当該店舗における営業が継続した期間を５年から除いた期間分に相当する補助金の額を日割り計算により算出し、期限を定めて、当該算出額の返還及び規則第23条に定める延滞金の支払いを請求するものとする。ただし、事業実施主体の責に帰さない事由による場合は、この限りでない。

　　　　年　　月　　日



　　

誓約者
住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（自署の場合は押印省略可能）
